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序 章
本 論文の 目的は,デ ザ イ ンの原義 と対照 しなが ら,現 代 にお けるデザ イ ン活
動の矛盾 を指摘 し,新 しい方 向性 を発見す ることにある。
本 論文では と りあえず、現代 のデザ イン活動の実態 としての形態,色 彩操作
を狭義の デザ イ ンの問題 とす るな らば,デ ザ イ ン行為の理 念や対象,さ らには
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それに付随 して検討 しなければならない諸問題 に関 しては,広義のデザインの
問題 として設定 されている。
第1章 においては,デ ザイン活動の歴史的 な流れを見 ることによって,デ ザ
インの意味 をより広 くとらえる必要 にせまられている今 日的状況を認識するこ
とに目的が置かれている。第2章 においては,狭義のデザインの意昧 から視点
を変え,脱皮することによって,デ ザ イン行為の本来の理念および対象を明確
にすることと,そ れに付随する諸問題 を検討することが目的である。
前論文 『非経済学的価値 としてのデザ イン』においては,デ ザイン活動 が利
潤追 求を至上 とする企業目標 さらには全体的 にその傾向を持っ産業至上主義 に
加担 することの矛盾 および危険性 を明 らかにしたが,本論文では,こ れまでの
デザイン活動が,主 に形態および色彩の決定 のみにかかわって きた状況 をあえ
て批判的 にとらえることによって,デ ザイン活動の歪みを指摘 し,是正するこ
とに論点 が置 かれている。
したがって,前 論文 におけるデザインの経済学的価値からの離脱を主張する
ことと,本論文におけるデザインの形態 および色彩からの脱皮を主張すること
は,対 の関係 にあり,最終 目的で あるデザインとは何 かというデザイン概念の
形成 を促すための予備的 な段階のもので ある。
第1章 近代 デ ザ イン思 想 の概 略 的考 察
1近 代デザイン思想検討の必要性
歩行者 よりも車の流れを優先解決 した歩道橋や地下道,小 供や老人よりも成
人だけを使 用対象に考えられた ドァノブの形状や取 り付け位置,使 用者のすべ
てが英文 が読めることを前提 に情報伝達 が進められているテ レビ,ス テレオな
どの前面パネルの表示,美 的側面か らすれば,は なはだ醜悪で あるにもかかわ
らず経済的側面だけを強調 した広告塔やネオンサイン,健康体 の人聞にのみ目
を向けて,病 気の人間や身体障害者の世界には目を伏せたまま作 られるさまざ
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まな生活機 器一一 この よ うに、 デザ イン活動 の結 果生 み出 された機 器 ない しは
設備 の環 境 と,そ の なかで使 用 し生活 をす る人 間 との間で,さ まざまな問題 が
今生 じて いる。
豊 口協 は,こ の よ うな今 日的状 況 に対 して,「 私 は16年間,イ ンダス トリア
ル ・デザ イ ンの場 に身 をおいて,1つ の 目的 を求 めつづ けて きたの だが,こ の
数 年大 きな目 に見 えない 力によって,目 的 に向 ってまっす ぐに進 む こ との むず
か しさに,い らだた しさを感 じて きて い る。」と告 白 し,さ らに 「技術革 新 が進
めば進 む ほ ど、 イ ンダス トリァル ・デザ インがその領域 を広 げれば広 げ るほ ど,
人間 の存在 が希簿 に なって ゆ くの はど う して なの だろ うか。」とい う問題 提起 で,
現代 のデザ イ ンに対 して 疑問 を投 げかけてい る。豊 口協 を始 め として,デ ザ イ
ンに対 す るこの よ うな懐 疑 な り疑問 は1970年を1つ の境 と して,デ ザイ ナーや
研究者 の間で 芽 ばえ始 め,こ の数 年 の著 しい傾向 となって いる。
これ まで,『 デザ イ ンとは』 とい う問 いに対 して,『 デザ イ ンとは,形 態 と
色彩 を決 定 す る行為で あ る。』とい うよ うな,行 為 内容の説 明 か,『 デザ イ ンを
分類 す る と,視 覚伝達 デザ イ ン,生 産 デザ イ ン,建 築デザ イ ンの三者で あ る。』
とい うよ うな,デ ザ イン対 象の違 い によ るジャンル区分 に終始 して いて,デ ザ
イン思想 その ものが疑問 に付 され るこ とは,全 くといっていい ほど少 なか った。
1975年,日本 デザイ ン学会 が その創 立20周年記念 の企画 と して,改 めて 『デザ
イ ン学 とは』 とい うテ ーマで論文 を募集 したの も,デ ザイ ンそれ自体 が,あ る
何 かの限界点 に達 して い る状 況 を反映 してでの こ とだ と考 え られ る。量 を とも
なった物 質的繁栄 とは逆 に,先 に記 述 した よ うな人間不在 の生活環境 の形成 が
押 し進 め られて ゆ く今 日,誰 しもが,『 これ が本 当のデザ イ ンなのか』 とい う
根源的 な問 いを投 げかけ ぎるを得 ない状 況 にあ り,ま たそれほ どまで,デ ザ イ
ンの方 向感覚 の喪失 が進行 して い るので ある。
著 者 は数年前 に,デ ザ イ ンの概 念や価値 を追求 す るため には,「 その理論 の
裏付 け とな るべ きデザ イン思 想史の早 急 な確立 を望み たい。」と述べ た ことがあ
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るが,デ ザ イ ン研究者 の層 の薄 さや,本 格的 なデザ イ ン活動 の歴 史 がまだ短い
た めに全体 的 な視点 で デザ イ ンの流 れ を観察す ることがで きに くいとい う理 由
で,そ の成果 は ほとん ど皆無 に等 しいのが現状 で あろ う。 しか し,人 間 にとっ
てデ ザ イ ンとは何 か,と い う問 い に対 してデザ イ ンと人 間 との歴 史 を糸口 に,
どの よ うな動機 に よってモ ノがデザ イ ン されて きた かとい う産業 革命以後 の近
代 デ ザ イ ン思 想の再検 討 が必要で ある とい う確信 は今 日で も変 わって いない。
2ヨ ーロ ッパ,ア メ リカにお ける近代 デザ イン思想
近代 デザ イ ン思 想 を検 討す る場 合,そ の変革,誕 生 を,オ ー トメイ ションと
マス プ ロ ダクシ ョンを基本 とす る工業化社 会の発生段 階の なかに見 いだす こ と
が で きる。す なわち,前 工業化社 会 において は,日 常生活 を構 成す るさま ざま
な生活 用品 は職 人 や工 匠 と呼 ばれ る極 めて個 人的 な,ま たは少 数 のグルー プの
レベルで製作 されていた。 したがって,そ の製作 システムの なかにデザ イン思
想 を見つ けだ そ うとす れ ば,お そら く個 々の製作者 の製作 態度 な り,美 意識 に
委 ね られて い た と考 えられる。 しかも 自然観 や社会観 も含 めて,発 想,製 作,
販 売 とい う製 作 プ ロセ スが個人 的 なレベルで一応 完結 していたので,製 作者 は
経 済 的 に恵 ま れていた か ど うかは別 と しても,自 己の製作 を通 して,文 化的 な
も のあ るいは社 会的 な ものへ貢献 して いる とい う自負心 があった ことは確 かに
想 像 す る こ とがで きる。 なぜ な らば,も ちろん文化 ない し社会 に対す る貢献の
度合 や製作 に対 す る意 識の高低 は あっただ ろ うが,た とえば,19世紀末 の ラス
キ ンやモ リスのデザ イ ンに対す る思 想 や態度 に,個 としての製作 者 として,自
然 とは何 か,労 働 とは何 か,美 とは何 か,生 産 方法 とは何 か とい う概 念 と価 値
が同時 に宿 って いたこ とが認 め られ るか らで ある。 したがって,工 業社会 が発
生,定 着 す る以 前 において は,製 作 に対 す る思 想や態度 は,意 識す る対 象の違
いや度 合 はあって も,職 人 その人 の なかにすべて が含 まれていた とい える。 し
か し,そ の当時 の美術 や工芸 が貴族 の利 己心 や繁栄 を満 たすための もので あ り,
一般市民 の生活 向上 にはほ とん ど目が向 け られて いなかった ことや,製 作 方法
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が徒 弟的 で極 めて閉鎖的で あった ことなど も同時 に考 え る必要 が あるだろ う。
今世 紀 にはいって,増 大す る人 口の扶養 とい う名分 は ともあれ,こ れ までの
一品 も しくは少 量生産 か ら,機 械 による大量生産 とい う生産形態 が定 着 す るに
したが って,分 業,専 門化 が進 み,一 般的 には未熟で は あるが これまで の製作
にか かわる全体 的 な思考 が分断 され ていった。 そ して結果的 には,こ の 『製作
にか かわる全体 的 な思考 の分 断』 が今 日ま び未解決の ま ま引 き継 がれ ることに
な る。確 かに,一 品 も しくは少 量生産 にお ける形態決定 方法 か ら大量生産 にお
け る形態決定方 法への 移行 は,機 械 と人 間 との かかわ り方の是 非 をここで 問題
に しなければ,今 日われ われが機 械 を十分 に使 いこな してい るとい う現 実 か ら
判 断 して,あ る一面で は穏 やか に進行 して いる とい える。 しか し一方,旧 来 の,
製作 の全体 性 に立脚 した個 々のデザ イ ン思想 は,分 断 された状態 のま まで,バ
ウハ ウスにお ける実験 などの試行 を しなが らも,工 業生 産の全体 性 とい うもの
に立脚 したデザ イ ン思 想 まで収斂 され るにいたってい ない。工業化 にともな う
全体 性 の分 断 は合理性 と効 率化 とい う価 値 をよ りどころに,科 学,技 術,デ ザ
イ ン,美 術,経 済 とい った細 分化 を さ らに押 し進 め,文 明全体,生 活 全体 にっ
いて の考察 や方向性 の提示 がで きにくい状態 を内包 して いるので ある。
理 論的 に解決 されよ うとす るデザ イ ン思想 の収斂 に要 する時間 と,著 しい技
術 革新 に基 礎 をお く機 械生 産 システム の発展 のス ピー ドとが同一 歩調 を とって
いたか ど うかは,判 断 す るの に大 変難 しいが,一 般的 にいって,ヨ ー ロ ッパ に
おいては,伝 統的 な しか も芸術的 な手工芸的 製作 か ら近代的 な機 械生産 システ
ムへ の移行 に際 して,デ ザ イ ン思 想 も,前 者 の持 っ思想 と後者 の持 っ思 想 とを
対比,検 討 しなが ら,徐 々 に移行,収 斂 され よ うとして きたの がその特徴 だ と
いえ る。
一方 ,ア メ リカにおいて は ど うだ っただ ろ うか。 ヨー ロバ が歴史的,伝 統的
文明 の変換 に対 して,理 論的,思 想的 に解決 を計 ろ うと した対処 の仕 方 に比較
す る と,ア メ リカで は,歴 史 とい う解決 しなければ ならない重み が ない ことと,
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広 大 な土 地 を支 配 しなければ ならない とい う現実 とが あい まって,工 業生産 を
前提 と した,し かも家 事労 働 の軽 減,生 活 の合理化,生 産の効率化,販 売 の増
大 などの現実 問題 の解 決 をデザ イ ン活動 の 目標 において進 め られた。したがって,
デザ イ ン思想 をその なかに見 いだ そ うとす れば,極 めて合理的 な判 断 に基づ い
た造 形思想で あ り,全 人 格 を投 影す る とい った職人的 な製作態度 とは全 く異 な
って いた とい えるだろ う。同様 に,そ の よ うな理 由 か ら造形 にお ける美 とい う
関心 も当時 は極 め て低 か った。 しか し,大 量生産 システ ムの確立 が進 み,そ れ
を基 軸 と した生活 システ ムが定着 す る過程 の なかで,逆 に合理的 で知的で非 装
飾的 な造形思 想 こそ工 業化社会 におけ るデザ イ ン思 想で あ り美 しい とい う自信
に変 って いっ た。19世紀 も中期 になって くる と,グ リノー らによって 『形態 は
機能 に従 う』 とい う生 物学的 命題 が造形 の世界 に導入 され,さ らに 『機 能的 な
もの は単純 で あ り,美 しい』 とい う工 業生 産 にお ける美の基準 に まで高 め られ
るので あ る。 しか し,工 業(Industry)と芸術(Art)と の かかわ り合 い方 は
20世紀前期 においては はなはだ不安定 で あ り,デザ イン思想 も,IndustrialArt
とい う名称 か らも判 断 で きるよ うに,工 業 と芸術 の聞 を大 きく揺 れ動 く振 り子
の よ うな もので あった。 そ して,IndustrialArtからIndustrialDesignとい
う変更の過程 の なかで,そ れは単 に名称 の変化 だ けでは な く,工 業製 品 を生 み
出す動機,そ の形態 を決 定す る要 素,そ れ が美 しいか どうかとい う美 の基準 が
問 われ る ことになるので ある。
今 日,あ くまで も理 論的,思 想的 に工業化社 会 におけるデザ イ ン行為 の意味
を考 え,解 決 しょうとす るヨーロ ッパ型 のデザ イ ン思想 と,工 業化社会 を前提
に,生 活 の合理化,効 率化 に価値 をおいたアメ リカ型 のデザ イ ン思想 とが互 い
に影響 をおよぼ し,各 国の独 自性 を認 めなが らも発生母体 を越 えて,共 通 の デ
ザ イ ンにかか わる諸 問題(例 えば,生 産,デ ザ イ ンシステ ムの問題,社 会生 活
とデザ イ ンの問題,人 間 とモ ノとの かかわ り方 の問題,デ ザ イ ンと教 育の問題
など)に 対 して解決 にあたろ うと して いる時期 に さしかか って いる とい える。
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3日 本 にお け る近代 デザ イン思 想
デザ イ ン思想 が,モ ノの生産 に優先付 随 して存在す ると仮定 す るな らば,日
本 における近代 デザ イ ン思 想は,明 治 か ら第 二次世界大戦 まで と,戦 後 か ら今
日まで の2っ の時期 に区分 す るこ とによって,そ の特 質 を理 解す るこ とがで き
る。
諸外 国の圧 力 によ り鎖 国政 策 に幕 をおろ し,近 代 国家へ向 けて生 まれ変 わ る
なかで,日 本 は ど うして も欧米 の生産 技術 に関 す る指 導援助 を仰 が なければ な
らななかった。 そ して その技術 力は,富 国強 兵の合 い言葉 の もとに,製 鉄,造
船 とい った軍 需産 業へ 注 がれてい った。 した がって,目 本 にお ける工業 との出
合 い は,先 述 した ヨー ロ ッパ におけ るそれ とは明 らか に異 なるので あ る。 産業
革 命 に ともなって起 こった,社 会,生 活様式,造 形(生 産)活 動 などの変化 を,
低 速で はあ るが 自分 た ちの力で理論的 に解決 しょ うと したヨーロ ッパ と比較 す
れば,明 治 に始 ま る日本 の近代 化政策 は無条件 に生産 技術 を輸入 し,し か もそ
れを重工 業,兵 器産 業へ投 入 したので ある。生産 技術 の輸入 に際 して も,技 術
の意 味やデザ イ ンの思 想 にっ いて は輸入 された形跡 はな く,っ い に第二次 世界
大 戦 を終 える まで,国 民 の生活 に目を向 けられた生産 は おこなわれなかっ た。
したがって,こ の時期 のデ ザ イ ン思 想 は,rデ ザ イ ンが無 かったので は な く,
デザ イ ン否定 の デザ イ ン理 念,が あっ た。人 間性 への無理解 を土台 とした,大
衆蔑 視 の非民 主的 な驕慢 の哲学 が あった。」と,な るので ある。国家的 レベ ルで
あろ うとも,そ の政策 はひ とつ のデザ イ ンで あ る。 明治以 降の文明開化,富 国
強 兵 を基調 とす る近代化政 策(デ ザ イ ン)は,人 間の生活 に主体 を置 いたデ ザ
イ ン理 念 を一 歩 も踏 み入 れる余地 を許 さなかった。
大正期 になる と,モ リス などの思想 が紹介 され るが,一 部 の知識者 階級 の間
にと どまり,し か も社会主義 思想家 と してのモ リスが強調 されていた。一方 デ
ザ イ ン教 育(当 時 は一般 に図案 と呼 ばれていた)も,絵 画 の応用 とい う取 り扱
いで,デ ザ イ ンとい う概 念 は芽ば えて い なかった し,実 際のデザ イ ン活動 も,
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富 国強兵 政策 の延 長 にあ る輸出振興 とい う要請 か ら,ご く一部の 手工芸 品の な
かに見 られ る程 度で あ る。 この よ うに,明 治以降 第二次世 界大戦 までの期間 に
は,ひ と くちでい えば,ひ とつ の国家 目標 のた めに諸 力が向 け られていて,国
民生活 それ 自体 を直視 したデザ イ ン思想 は正 し く根 をおろ さなかったこ とが理
解 で きる。
しか し,1945年以 後事情 は一変す る。敗 戦 を契機 に,こ れ まで の軍需,重 工
業 か ら,平 和産 業(す なわ ち国民生活 必需 品供 給 の ための産 業)へ 切 り変 わる
過程 の なかで,工 業 とデザ インとが遭遇 し,日 本 に おけ るイ ンダス トリアル ・
デザ イ ンの本格的活 動 が始 まるの であ る。 「デザ イナ ーた ちは,今 よ り,よ ほ
ど純粋 で あった。製 品全体 をよ くす る上 に,未 開拓 の新分野 を担 当 し協 力す る
とい う考 えに胸ふ くらむ思 いで仕事 をしていた。」とい う回想 が,イ ンダス トリ
アル ・デザ イ ンとい う職域 が台頭期 にあ った当時 をよ く物語 って いる。戦後 の
復興期 にお いて,デ ザ イ ンの対象 が国民生活 に向 け られて,具 体 的 に回転 し始
めた とき,デ ザ イ ンの もつ正 義感 と情熱 とが いっ きに吹 き出 したので あ る。 し
か し,本 格 的 な大量 生産 システ ムの歴史 をもた ない 日本 は,企 業形態,生 産 シ
ステム,製 品開発手 法の 多 くをアメ リカか ら学ば な ければな らなかった。 この
こ とは明治期 にヨLロ ッパか ら重工業 中心 の技 術 を輸入 した状況 に似 ていて,
アメ リカ型 の経営 手段 としての デザ イ ンが無 条件 に導入 されたので あ り,今 日
までデザ イン概 念 の混乱 を引 き起 こ してい る一因 に もなってい る。 この時期 の,
デザ イ ンにおける関 心 は,ど の よ うにデザイ ンす るか(形 態決 定 および表示 の
技術),ど の よ うな手順 でデザ イ ンす るか(デ ザ イ ンプロセス),企 業 内 にお
けるデザ インの かか わ り方 と位 置づ けな どの側 面 に もっぱ ら向け られていて,
国民生 活 に対 して一 定の価値 をもった製 品 を提 供 す るといった本格的 なデザ イ
ン思想 まで には まだ高 め られて お らず,生 活 必需 品 にデザイ ンとい うフ ィルタ
ー を透 す ことがで きるよ うになった とい う喜 こびに近 い極 めて初 歩的 な(し か
し,本 質的で あるか も しれ ない)段 階 にとどまって いた。
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その後,国 際 関係 にも恵 まれ,技 術 革新 と高度 な経 済成長 と比例 しなが ら,
イ ンダス トリア ル・デザ イ ンも企業活動 の一部 として確 実 に根 をお ろ してい った。
1955年ごろ か ら本格化 した家電 ブームは,テ レビ,電 気洗濯機,電 気冷蔵庫 な
どの耐久消費財 を各家庭 に送 り,そ の生活の ス タイルは一 変 した。 さらに続 い
てモー タリゼー シ ョンの到来 は,各 個人の空 問移動 を徹底 的 なまでに 自由 に し,
行動範囲 を押 し広 げてい った。 しか しこの間,イ ンダス トリアル ・デザ イ ンの
存在 と職域 を不動 の もの に した ことは確 かでは あ るが,そ こで展 開 され ていた
デザ イ ン活動 が本 質的 なもので あったか ど うかは,は なは だ疑 問で ある。 なぜ
ならば,そ こで行 な われたデザ イ ン活動 は,『 何 を創 るべ きか』 とか,『 どの
よ うな生活 を望 むか』 とい った価値 を含んだ デザ イン理念 とのバ ラ ンスの なか
で行 なわれた もので はな く,資 本 な り企業活動 の要請 の もとに,デ ザ インの理
念 は無視 され単 に形態 と色彩 にかか わるデザ インの技術的側 面 にのみ 限定 され
る傾 向が強 かっ たか らで ある。 すな わち,『 何 をデザ イ ンす るか』 とい う問い
に対 しては 『確 実 に売 れ るもの 』 とい う答 えが既 に用 意 されて お り,『 そのた
め には,ど の よ うにデザ イ ンした らよいか』 とい う売 れ ること を前提 に した形
態操 作 にかか わる技 術 力だけがデザ イ ン活動 に要 求 され たの であ る。
この よ うな状 況 の なかでは,自 分 た ち(デ ザ イナー)の 目の見 えない ところ
で製品 開発 の立案 が な された もの を,一 時的 に形 態 に置換 しただ けで,ま た目
の届 かない と ころで販売 され,何 らかの影響 を社会生活 に与 える とい った実 に
不気味 な製品生 態の構造 をとるので ある。 デザ イ ン行為 に内包 されて いる製作
にかか わる倫理 観や 人間的生活 を見つ める価 値観 は ここでは全 く後退 し,技 術
革 新の延長 または経済 成長 の手段 と してのデザ イ ンの姿 しか見 ることがで きな
い。 したがって,明 治 に始 ま る近代化政 策の期 間 を,デ ザ イ ン否 定の デザ イ ン
思想 と して と らえるな らば,戦 後 か ら1960年代 までは,デ ザ イン思想 不在の デ
ザ イ ンと して とらえるこ とがで きるだろ う。
ところが1970年代 にはい って,新 しい変化 が起 こって きた。 高度経 済成長 が
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ピー クに達 す るに した がって,社 会全体 の歪み が,大 都市へ の過度 の人 口流 入,
交通手段 の混乱,諸 々 の公害 ・薬害 といった カ・た ちで,現 われ て きたので あ る。
技術革新,高 度経済成 長 が進 行す る過程 において,生 産 に かかわ る諸 力,諸 関
係 は極度 に専門化,細 分化 され,自 然一 生産一生 活 といった人 間の活動全般 に
視点 をおいた思 考が全 く欠 如 して いた ことにその原因 の1つ を求 め るこ とがで
きるであ ろ うが,こ の新 しい事態 に気付 いた識者 たちは,反 省 をふ まえて各 々
の分野 か ら新 しい文明,社 会の あ り方 を模 索 し始 めるので ある。
例 えば,生 物学 者磯 野 直秀 は,「 文 明評論家 で も安 全の専門家 で もない私 だ
が,生 きもの を取 り扱 って きた10数年 の間 に得 た生物観 と,PCB問 題 にか か
わって きた3年 余の経験 にも とつ いて,・生 きものの立場 か ら人 間の文明 を見,
人 間の安全 を考 えるこ と ぐらいは許 されるだろ うし,そ れ は私 の義務 で もあ ろ
う。」と述 べ,生 きもの と しての人間の生存 の条件 をさ ぐってい る。 また企業経
営者 と しての成毛収一 は,「 企業 は一体何 のため にあ るの か。 企業 はだれ に対
して どの よ うな責任 を果す のか。社会 か らの欲 求 と企業の利潤極 大化 とは真 っ
向 うか ら対立 す るもの か。」と問 いかけ,こ れ まで の利潤 優先 の企業活動 を問 い
直 す ことによ って,企 業の社会 的責任 を明確 に してい る。 さらに工 学者 で ある
高木純 一 は,『 技術』 に対す る盲信 と疑惑 との あいだ にある矛 盾 に対 して,「専
門の域 を脱 して文 明論 と取 りくま ぎる を得 ない ことに なる。 もっとはっ きりい
えば,す べ ての専 門の学者 が現代 文明 につ いて考 えなけれ ばな らない義務 が あ
るので は なかろ うか。」と述べ,個 と しての 『技術 』 を文明 とい う全体 の なか に
位置 付 け る努 力 をして い る。
以上 の例 の よ うな各 分野 に おける識者 た ちの現代 文明 に対す る思想的 萌芽 と
平 行 して,デ ザ イ ン活 動 にお いて も,豊 口協 の言葉 を借 りれば,「 現代 イン ダ
ス トリア ル ・デザ イ ンの世 界 が手 がけてい る数 多 くの工業 製品の1つ1つ が,
はた して人間生活 の向上 を計 るもの であ り,環 境 を豊 かにす るものであ り,人
類 の進歩 を約束 す るもの であ るとい うことに対 して,い ささか疑 問 をもた ざる
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をえない1100fとい う疑問 と反 省が生 まれ,つ いには 『デザ イ ンとは何 か』 とい う
デザ イ ンそれ 自体 を根 源 か ら疑問 に付 す ことによ って,こ れまで資本の要請 か
ら形態 と色彩 の み にかか わっていたデザ イ ン活動 から,初 めて本 格的 なデザ イ
ン思想形 成へ と重 心 を移 行 し始 め るので ある。
第2章 デ ザ イ ンの 形 態 お よ び 色 彩 か らの 脱 皮
1産 業至 上主 義によ るデ ザイ ン活動の批判
戦後 か ら今 日までの あいだ,日 常生活 に使 用す る機器 を大量 に しかも安価 に
供給 す る ことを最 大の 目標 に生産の意義 が置 かれて きた。 いいか えれば,増 大
す る人 口 を扶 養 し,欠 乏 す る日常生活 用具 を安定供 給す るため に,生 産 す るこ
とそれ 自体 に諸 力 が向け られ て きた とい える。 そ して その諸力 は,効 率 化,
合理化,標 準化 とい った価値 基準 によ って,一 方的 に淘汰 され,産 業の育成,
発展 が押 し進 め られた といってよい。 このよ うな産業主 義 によって,国 の経 済
力は成長 し,同 時 に市民 の物 品購 買 力も高め られ,生 活 の なカ・に色 と りど りの
機器 を備 え ることがで きるよ うになった ことは確 か に事実 で あろ う。 しか し,
この よ うな機 器の お かげで,個 々の生 活 は合理化 され,空 間や時間 は単縮 化 が
進 んだが,そ の よ うな機 器 を使用 す るこ とに よって与 え られ た便利 さと快 適 さ
を無条件 に享受 す るこ とは,か えって逆 に,産 業主義 それ 自体 を さらに助長 す
る力 となったので あ る。今 日の産 業至上主 義 と呼 ばれ るものは,そ の よ うな過
程 の繰 り返 しの なかで,産 業 の本 来の意昧 を問い直す こ とな く,自 己制御 能 力
を失 ない,肥 大化 して い く傾 向 を強 めて いった。
産業主義 の特質 は,人 的な もの も含め て諸 資源や諸技術 力 を,『 生 産 か ら消
費へ』 とい う人 間の生存 を保 持す るため の条 件 か らすれば極 めて限定 された部
分 にお いて集 中 させ,そ の効率 的増 大 を追 求す ることによって経済 成長 を引 き
上げ るこ とにあるのだ ろ うが,そ の よ うな考 え方 をさらに進 めれば,人 間の生
存 にとって明 らか に相容 れない効果 がでて くる ことにな る。 その相反 す る効果
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とは,物 質的 豊 か さと余暇の増 大 を正 の効 果 とすれ ば,負 の効 果は,自 然 と人
間 との分断 で あ り,人 間の労働 力の分断 であ ろ う。
これ まで,正 の効果 を極 度 に追 い求 めるがあ ま り,負 の効 果 について は,実
質的効 果 がまだ少 なかった こともあろ うが,問 題 にされ ることは少 なかった。
しか し,1970年代 には い ると,負 の効 果 が現実 に顕 著 に現 われ,ま ず産 業至上
主義 それ 自体 が批 判 にさ らされるこ とになったので ある。 今 日,2つ の相 反す
る効果 の関係 をどの よ うに位 置づ け,融 和 させ るかが,わ れわ れに とって最大
の課題 で あ り,そ の問題解決 の出発点 としてデザ イ ンだ けでな く,科 学,技 術,
経 済,企 業 な どの あ らゆ る分野 において,『 人間 に とって何 で あるか』 と改 め
て疑問 に付 されて い るので あ る。
以上,産 業 至上主義 の矛盾 とその限 界性 を述 べて きた が,こ れ までの デザ イ
ン活動 自体 も明 らかに産 業主義 に内包 され,加 担 して きた とい える。 なぜ な ら
ば,社 会 と生活 を豊 かに し,人 間 とモ ノを調和 させ る とい うよ うなモ ノを生 み
出 す理 念や意味 が問 われたの ち,生 産 が開始 されたの ではな く,資 本 の要請 も
しくは企業 目標 に よって生産 にカ}かわ る理念 は後退 し,市 場性,・量産性,商 品
価値 のあ るもののみ を優 先 して生産 す る傾 向 が強 か ったか らで ある。確 か に,
クルマ につい てい えば,時 代 とともに居住性 ,操 縦性,安 全性 に配慮 のあ とが
うかがえ るが,同 じ人間 が使 用す る歩道橋 は ど うであ ろ うカ・。 ボ ル トやナ ッ ト
は突出 した まま,塗 装 は はげた ままであ る。 それにな によ りも,老 人や身障 者
にはた いへ ん使 いに くい ものでは ないか。 もし仮 に これ まで真 あ弁今 孝TT為
が あった とすれば,そ れは市場性 ,量 産性,商 品価値 といった企 業 目標 に合致
した機 器 だけで あ り,人 問 が生活 の なかで使 用す るご く一部の生活機 器 にす ぎ
ないので ある。 したがって,た とえデザ イ ンの対 象 はす べての生活機 器で あ る
と定義 した と ころで,現 実的 には強弁 の域 を脱 しな いだ ろう。 この ことは,人
聞 が生 きの び るための条件 を極 めて経 済的側面 のみ に限定 して いて,生 産 活動
を人 間が生存す るための包括 的 な条件 の一部 と して位 置 づけ る努 力がほ とん ど
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ど払 われてい なかった ことに基 因 している。
次 に さらに細 か くい えば,一 見真の デザ イン行為 の結 果 と しての機 器 で さえ
も,デ ザ インの理 念 が優 先 して,そ れに基 づ いて生産 されるの では な く,企 業
活動維持 の ため の手段 と してデザ イ ンの理 念 は内部化 される傾 向 が現 に強 いこ
とも事 実で あろ う。数年前 にみ られた排 ガス規制 の要求 に対 しての企業 の態度
が その よい例 で ある。 この よ うに,デ ザ イ ン活動 を企 業 目標 に対 す る手段 と し
て位置 づ け るとす れば,多 くの場合 明 らかに,企 業体制 の追求す る目標 あ るい
は価値 感 と,デ ザ イ ン理 念 が追 求す る目標 あ るいは価値感 とは衝突 を招 くので
あ る。 しか し今 日において,現 実的 には生産体 制 な くしては,デ ザ イ ン活動 も
存続 で きないの も確 かで あ るか ら,『 企 業 とは何 か』,『 デザイ ンとは何 か』
とい う問 いかけ と同時 に,企 業体制 とデザ イ ン活動 との両者 の位 置づ けが極 め
て重大 な意味 をもって くるので あ る。
これ まで産業 至上主義 に おけ るデザ イ ン活動 の批判 として,企 業 目標 に合致
した機 器 だけ しか一般 にデザ イ ンとい うフ ィル ター を透 す ことがで きないこ と
と,そ の場合 で さえも,デ ザ イ ンの理念 は後退 しが ちで ある とい うことの2点
を述 べ て きた が,第3点 と して さ らに付 け加 えれば,現 在生産 されて い る機 器
が個人 や社会 に対 して心理 的 にも肉体的 にも何 らかの悪 影響 をもってい ること
が明 らか に認 め られ ても,そ の解決策 を積極的 に提 案 し,実 行 した し,ま た責
任 の所 在 を明確 にす るこ とが,企 業 の側 に も,使 用者 の側 に も,行 政 当局 に も
で きない とい う現実 で ある。続発 す る交通事故 や交通遺 児の問題 は最 も顕著 な
例 で あろ う。
産業至 上主 義 を批判 し,ま た その なか に組 み こまれた デザ イ ン活動 を批判 す
ることに よっ て,こ の よ うな生産活動,デ ザ イ ン活 動 をと りま く諸問題 を照射
し,さ らに解 決 しょ うと した場 合,生 産 の意味 を単 に利潤追 求の企業活動 と等
しく結 びつけ るので はな く,ま たデザ イ ンの意味 を単 に企業 内 におけ る形 態 と
色彩 の決 定行 為 と してだけ位置づ け るので はな く,人 間が安定的 に生存 す るた
.i
めの手段 と しての生産,ま た入間 が安定的 に生存す る方法 を指 し示 す もの と し
てのデザ イ ンとい うよ うな包括 的,全 体的思 考 にその立脚 点 を求 め なければ な
らないだ ろ う。
2デ ザ インの理念 と対象
前節 において,産 業至上主義 におけ るデザ イ ン活動 を批 判 して きた が,そ の
批判 の根 拠 とな るデザ イ ンの理 念 な り原 義 とはい ったい何 なの であ ろ うか。
豊 口協 は,日 本 の近代化 に ともな うn日 までのデザ イ ン活動 に対 して,「 日
本の イ ンダス トリアル ・デザ イ ンの出発 の原点 に何 かが置 き忘 れ さられて きた
よ うな物 足 りな さを感 じる。」と,デ ザ イ ン思想 の不在 を説 き,一 方,荻 野宏 幸
はウェブ ス ター によ るデザイ ンの原義 をあた ることによって,「 デザ イ ンす る
とい うことは,手 毀 の 問題 な どよ りも目的 の設 定 に重心 が ある ことを明示 して
いる。」とい うこ とを根拠 に,現 代 デザ イ ンおよび産業文 明 を批判 して いるが,
デザ イ ン理 念 とは,ま さに豊 口協 のい う今 日まで 『置 き忘 れ さられて きたもの』
で あ る。
近 代 デザ イ ンにお いでは,『 何 をデザ インす るか』 とい う問 いかけ か ら始 ま
るデザ イ ンの理念 または目的 は無 視 され,『 どの よ うにデザイ ンす るか』 とい
う価 値意識 を表現 す る手段,方 法 のみ に縛 られて きた。 そ して さらに悪 いこと
.には,そ の ことに気付 かず,形 態,色 彩 を操 作 す ることそれ自体 が デザ イン行
為で ある と錯 覚 して いた ことで あ る。 デザ インにおけ る形態 お よび色彩 か らの
脱皮 とは まさにこの ことで ある。 今 日の細分化 された企業内の デザ イ ン活動 に
おいて は,実 際 には 『何 をデザ イ ンす るか』 とい う問いか けはで きに くい状況
であ るの は確 かでは あるが,こ れか らはデザ イ ンの原 義 にたちかえ り,ま ず企
業活 動の意味 を問い,さ らには デザ イ ン活動 とのかか わりを模索 す る方 向へ と
進 ま なければ な らない。
それで は,『 置 き忘 れ さられ た もの』 とは何 であ り,『何 をデザ イ ンす るか』'
の 『何 』 とは何で あろ うか。 その 問い に答 えるためには,ま ず その問 いの根源
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を なす 『なぜ人 間は モ ノを製作 す るの か』 とい う問 いか ら始 め なければな らな
い。人間 がモノ を製作 し始 めたのは,恐 らく人間の誕生 と同時で あろ う。土,
木,石,貝 殻 とい った最 も素朴 な自然へ働 きかけ るこ とによって,人 間は,生
活 に必要 な用具 や それ を作 るための簡単 な道具 を作 り始 め た。 この点は明 らか
に他の動植物 とは違 う。 したが って,人 間がモ ノ を製 作す る理 由は,ひ とつは,
自然 の脅威 か ら身 を守 り,自 然の生生 しさを人間 に調 和 させ ることによって安
定的 に生 きのび るた めであ り,も うひ とつは,自 然 に直接働 きかけ るこ とによ
って,人 間 が人 間 にな り,人 間で あ ることを自己確認 す るためで ある とい える。
前 者に おいては,人 間 が生 きの び るため にとい う目的 があ り,そ の手段 と して,
生活 用具 に対す るイメー ジが構成 され,そ れ を製作す るため に自然へ働 きかけ
る とい う過程 をふみ,後 者 において は,人 間が 自然 に働 きかけ,そ こで 自然 と
人 間 とが一体化 す る とい う行為 それ 自体 が,人 間 が人 間で あ るため に必要 だ っ
たので あ る。 自然 の脅威 か ら身 を守 るとい う自然へ の負の参加 と自然へ働 きか
け一体化 す るとい う自然へ の正 の参加 この よ うなA間 に とって相反す る対
象 であ る自然 こそ人 間 に とって驚 きであ り,感 謝 で あ り,憧 憬 だ ったに ちがい
ない。 そ してこの よ うな複雑 な感情 を下 地 として,単 に人間 が生 きのび,人 間
と して存在 す るだ けでな く,一 方 では その存 在の仕方 に対 して,さ らに人 間性
を高め る方 向へ と進 み,芸 術 とい う意味 を発 見 したのだ と考 えられ る。 この よ
うな考察 か ら,労 働 と製作 と芸術 とは本 来分離す ることがで きない一体の もの
で あった ことが理解 で きる し,ま た同時 に,人 聞は,生 命 を宿 したその時 か ら
す でに,『人 間が人 間 と して,さ らに人 間性 を高 め なが ら生 きのび よ うとす る』
特性 をもってい ると判断 す ることがで きる。 そ して,そ の特性 の実体 こそが,
『芸術 』 とい う意 味 を内包 した,自 然へ の働 きかけ と自然 との一体 化 なの で あ
る。
しか し,こ の人 間の もつ 『特性 』 は,い つ も調和 を保 ち,円 滑 な関係 を維 持
してい る状 態 にあ るとは限 らない。 と くに近代 には いってか らは,そ の 『特性』
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は,『 人間が 人間で あ るた め』 と,『 人間性 をさらに高め るため』 と,『 生 き
のび るため』 との3つ の部分 に分断 され,各 部 分 が強調 される傾 向が強 かった。
その分断 とは,い いか えれば,労 働 の分断 であ り,自 然 と人 間 との分断 であ り,
芸術 の遊離で あ ろ う。事 実,日 本 の近代化政策 におけ る生産 の意味 は,利 潤 追
求 を最大の 目標 とす る企業活動 を基 軸 に,物 質的 な意味 でのま さに 『生 きの び
るため』 に重心 が置 かれ ていて,『 人間 が人間 と して,さ らに人間性 を高め る
ため』 とい う部 分 は分 断 され,照 明 される ことはほ とんどなか ったの であ る。
それで は改 めて 『置 き忘 れ さられた もの』 とは何 で あろ うか。 この デザ イ ン
の理念 ない し目的 は,豊 口協 自身 も述べ てい る とお り明 らかに 『人 び との生活
をよ り豊 かにす る とい う理 念』で あ り,そ れ は取 りも直 さず,先 に述べ た 『人
間の特性』 を調和 ある関係 におい て継承,発 展 させ るこ とで ある。 そ して,『何
をデザ イ ンす るか』の 『何 』 とい うデザ イ ンの対象 は,『 人間の特性 を調和 あ
る関係 におい て継承,発 展 させ るためのあ り方』 なのであ る。 これ までの デザ
イ ン活動 の対象 は,還 元 的分析 思考 に立脚 して,形 態 と色彩 にかか わる部分 の
み をとりあつ かい,単 体 と してそれがいい か どうか を論 じて きた。 しか し,決
して形態 のみ が単 独で存 在す るものでは な く,そ れ を生み出 そ うと して いる力
や生 み出 された結 果 の影 響 との密接 な関係の状態 において存在 して いる。 した
がって,デ ザ イ ンの対象 とは,形 態,色 彩 とい うよ りもむ しろ本質 的 には,そ
れ を含め て,そ れ を とりま く 『関係』 なの で ある。
この よ うなデザ イ ンの理念,デ ザ イ ンの対 象 につ いての 考察 か らも明 らか な
よ うに,本 来 デザ イ ンす る とい うことは,目 的 を もった全体的構 成思考 に立つ
もので あ り,今 日までの産業社 会 をさ さえて きた還 元的分析思 考 とは逆行 す る
もので あ る。 そ してデザ イン行為の実践者 は,荻 野 宏幸 の主張 を借 りれば,「デ
ザ イ ンす ることは,専 門家 の特殊 なわ ざでは な く,万 人 に共通 の 日常 の営 み で
ある。」とな り,そ れは人 間ひ と りひと りで あ り,ま た同時 に社会全体 なので あ
る。
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3現 代産 業社会 にお ける問題の所在
前項 で検討 したデザ イ ンの理念 とデザ イ ンの対象 を基 に して,現 代 の産業社
会 を照 明 した場 合,ど のよ うな問題 が あるの だ ろ うか。
問題 点の第1は,デ ザ イ ンされた機 器 と人 間 との使 用の場 におけ る不調和 の
境 象で ある。 その現 象 を,ク ルマ と人間 との かかわ り方 を具体例 として考 えて
みた い。今 日,ク ルマは その量 的拡 大 を伴 な うこ とによって,利 用者 ・歩 行者
の立場 に関係 な く,市 民生活 に重大 な意味 を投 げか けてい る。 その重大 な意味
とは,ク ルマの もつ相反 す る2つ の側 面 によって引 き起 こされて いる不調和 の
現象 で ある。2つ の側面 とは,1つ は,ク ルマ が本来 もち続 けて きた 目的地 か
ら目的地 まで短 時間 に しかも個 人の レベ ルで移動で きるとい う便利 さで あ り,
もう1つ は,振 動 ・騒 音 ・大気 汚染 と して現 われて きた公害 問題,都 市へ の ク
ルマの過度 の集中,そ れによ って発生す る多 くの交通 事故 の側面 で あ る。 さ ら
に問題 を混乱 させ て いるのは,単 にこの2つ の側 面 が不調和 の状 態 にあ るとい
う事実 だけで はな く,こ の不調和 をどの よ うに した ら克服 で きるか とい う問 い
に対 して,安 定 した解 答 を見つ けだす ことに成 功 してい ない とい う現状 に基 因
してい る。 しか も,こ の問題 を解決 す るにあた って,た とえば低 公害 車 の開発,
道路 の整備 な どは実行 可能 な当面の課題 だ とは して も,そ れはあ くまで も部 分
的解決 にす ぎず,全 体 的 な調 和 ある効果 を期待 す ることはとて も困難 で あろ う
とい うこ とも広 く認 識 されて いる。
この クルマ の例 で も明 らかなよ うに,デ ザ イン活動 の結 果 と しての生活機 器
とそれ を使用 す る人 間 との あいだで,生 活 を豊 かにす るとい うデザ イ ンの目的
に反 して,さ まざまな摩擦 が生 じてい る。 そ してこの不調和の現象 は,多 くの
場合 その生活機 器 の形 態,色 彩 上の問題 を越 えて,人 間 とモ ノ との関係 の あ り
方の問題 であ り,こ れ か らのデザ イ ン対象 は,ま さにその点 に設定 を移 行 しな
けれ ばな らな いだろ う。
第2の 問題 点 は,人 間 の労 働 力の分断の現象 で あ る。 今 日の産業社 会の もっ
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とも特徴 をな してい るもの を挙 げる とす るな らば,産 業革 命 を契機 に絶 えまな
く技術革 新 をおこな うこ とによって導 びかれ た高度 な科学 技術 と,そ れ に立脚
した巨大 な生産 力 を挙 げなけ れば な らない。 そ して この高度 な科学技術 と巨大
な生産 力は,オ ー トメー シ ョンとマ スプロ ダ クシ ョンをささえる重要 な力で あ
ると同時 に,一 方 人間の労働 の形態 か らすれば,自 然 に働 きかけ一体化 す る状
態 を ともなった,発 想,創 造,産 出 といった人 間の特性 と しての労働 の あ り方
を後退 させ,か わって機械 の特性 であ る定 常性 の なか に,人 間 の労働 力を分断
し,部 分 的 に配置 す るこ とを押 し進 めて きた。 前項 におい て,人 間がモ ノ を製
作す る場 合の特性 につ いて述 べ た とお り,人 間 の労働 の本 来の意味 は,生 活 を
維 持 す るため とい う明確 な目的 をもって何 かに働 きかけ,製 作 する ことによっ
て社会生 活 に貢献 す るこ とと,同 時 に主体 的 に働 きかけ ること自体 が何 かの発
見,創 造 を導 き,自 己の存 在の確 認 と成長 を助 け るこ とで ある と考 えられ る。
この こ とは,無 制 限 に続 く,反 復繰 り返 しを特性 とす る機械 の運動 と,人 間 の
労働 とが明 らかに異 なる ことを意味 してい るが,今 日の産 業社会 で,と くに機
械 によ る大量 生産 を前提 と した労働 におい ては,ラ イ ンの流 れるス ピー ドに人
間の作業 ス ピー ドを適 合 させ,し か も没個性 化 した単純反 復の作業 がその特徴
で ある。 それ だけで も人 間性 を否定 した労働 だ とい えるが,さ らには,細 分化,
専 門化 された労働 に おいて,自 分 が行 なってい る作 業 が最終 製品の なかの どの
部 分 であ るか とか,生 産 とい う全体の流 れの どの部 分 に自分が位置 してい るの
かさえ知 らされてい ない とした ら,ま たは知 ろ うとしない としたら,労 働 によ
る喜 びや創造性 が失 われ るだ けで はな く,製 作,生 産 とい った いわゆ るモ ノを
作 るこ とに付 随す る倫 理観 さらには責任の所 在 さ えも消滅 させ るこ とにな る。
この よ うに細 分 化,部 品 化 された労 働 に おいては,ど うして も労 働 自体 が
非 人間的 なもの とな り,多 くの場 合,賃 金 と職 場 における仲 間づ くりくらい し
か働 く意味 が もてな くなって しま う。 そ して,職 場 におけ る労 働 には求 め るこ
とが で きない創造性 や人 間性 を余暇 とい う時 間の な かで,例 えば,木 材 と木工
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具 を使 ってイ ヌ小屋 を作 った り,山 や海 へで かけて 自然 に接 した りして,回 復
しょ うとす るので ある。 しか もその場合 で も,商 品化 されたホ ビーで あ り,レ
ジャーであ る場 合 が多い。創 造性 とか人間性 の発 見 とい うのは,回 復 する とい
った消極的 なもので は なく,本 来労働 をとお して の積極 的 なもので あ るに もか
かわ らず,今 日の産 業社会 においては,人 間 の労働 力の分断 が進行 し,創 造性
とか人間性 の発 見 の機 会 を失 って しまってい る。
この人間 の労働 力の分断 に関 す る問題 は,こ れまで多 くは,経 済学 上の 問題
として,あ るいは技術 思想上の 問題 と して とらえ られて きたが,本 来の労働 の
意味 をもたないで生 産 される生活機 器 が,は た して調 和 ある美 しさを保 ち,人
間の生活の奥深 くまで浸透 し,人 間の生活 を助 け るもので あ るの かとい うデザ
イン上の 問題 と して も考 え る余地 を残 してい る。 す り鉢 とす り粉 木で胡麻 をす
る行為 と,電 気胡麻 す り器 を生産 し,使 用す る行 為 とを比較 した場合,単 にす
り鉢,す り粉 木,電 気胡麻 す り器の形態 や色 彩 などの 問題 を越 えて,主 婦 の労
働の意味 や,単 純 作業 の操 り返 しとしての生産 の ための労働 の意味 を含め て,
全体的 な文明 のあ り方へ と論点 を進 め る必要 が ある。
問題 点の第3は,自 然 と人間 との分断 の現 象 であ る。本来人 間は,自 然 と調
和 ある一体 化 をしなければ,そ の生命 さえも保持 す るこ とはで きない。 しか し,
今 日までの産 業社会 においては,自 然 をただ単 に物 質的繁栄 の達 成 を可能 にす
る源 と してのみ と らえ,人 間の あ り方 を映 し出す鏡 としての 自然 の意味 は極 め
て軽視 されて きた。資本 もし くは企 業 目標 によ る大量 の 自然搾取 と自然への 大
量廃棄 の結 果,今 日,自 然 と社会 との全体的 バ ラ ンスが失 われかけてい るこ と
は,す で に指摘 されてい るとお りで ある。量 を ともなった工業化 の発 展 は,一
方 では 自然 と人間 との分断 をひ きおこ し,さ らには人間 の生存 の条件 さえも危
うく して い る。
この 自然 と人間 との分断 の問題は,こ れ までの デザ イ ンの概 念 か らすれば射
程 外 と され るで あ ろ うが,デ ザ イ ンの意味 を,単 に企業 内活動の一部 と して狭
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義 に位 置づ けす るの では な く,デ ザ イ ン行 為 とは,人 間的生存 を安定的 に保持
す るた めに供 す るもので ある と広 義 に解釈 した場 合,明 らかにデザ イ ン上の問
題 と して浮 かび あがって くる。 なぜ な らば,デ ザ イ ンを広義 に とら えた場 合,
最終 製品 それ 自体 が人 間の生活 を豊 かにす るとい うこ とよ りも,最 終 製 品 を形
づ くるための材料 さらに は資源,ま た一 方最終 製品 が廃 棄 された場合 の 自然へ
の還 元方法 といったひ とつ のサー クルの存 在 とそのサー クルの許容量 と進行速
度 とが重 要 な意昧 をもっ てい るこ とを示 して いて,生 産 を媒体 と して 自然 と生
活 を調和 させ るこ とを目的 とす るデザ イン行為 自体 が,そ の全体 を観察 す るの
にもっ とも近 い立場 に置 かれて い るか らで ある。
第4の 問題 点 は,社 会 か らの芸術 の遊離 で ある。 現代 における細 分化,特 殊
化 された芸術 は,生 の 日常 生活 を抽象化 し,そ れか ら遊離 させ,理 性 を補 ない
助 け るもの と しての意味 に重 心 が置 かれ ている。 した が って精神的 な機 能 をも
っ もの に限 られ る傾 向 が強 い。確 かに,生 の 日常生活 の不調和 の部 分 を先取 り
し,実 験 的 に均衡 を再 構成 す る とい った芸術 の特性 か らす れば,そ の傾 向 を否
定 す ることはで きない。 しか し,対 象 が自然 であ ろ うと人間 であろ うと,対 象
に働 きかけ一体化 す る とい うこ とは,そ れ自体 の なか に,目 的 をもった実用 的
機能 と,そ うす ること自体 が目的 で ある精神的 な機 能 とが同時 に宿 り実体化 す
る もので あ り,本 来分離 させ ることは で きない もの だ と考 えられ る。近代 には
い つて,モ ノの製作 が人 間の手 を離れ て,機 械 によ る生産 にか わる過程 におい
て,と くに,精 神的 な機 能 をもつ芸術 と,実 用的 な機 能 をもつデザ イ ンとに分
断 されていった が,そ の結果,芸 術 は社会 か ら遊離 の傾 向 をた ど り,デ ザ イン
は芸 術 か ら非 芸術 の分野 へ と進 む ことになった。今 日デザ インされた ものは,
芸術 作 品で もな く,し カ・し単 に使 いすての商品で もな く,存 立基盤 をまだ見 い
出せ ないま ま浮遊 した状 態 に おかれてい るといえ るだ ろ う。
しか し,こ の よ うに芸術 とデザ イ ンが反発 しあい,別 々の方向へ進 む現状 が
はた して真の(人 間の特性 の原義 としての)Artな の だ ろ うか。 今 日もっ とも
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重要 な ことは,ま ず 自然一 生産 一生 活のすべ て を包括 す る人間の造形 活動 を掌
握 す る眼 を養 な うことであ り,そ の洗練 された眼 をとお して,全 体的 な造形活
動 自体 の調 和 を問 うことであ る。 そ して,そ うす ることによって初め て,特 定
の個 人 ではな く,よ り多 くの人 々にとっての文化 の創 造 と享受 とが可能 にな り,
真 のArtに近づ くので はないか と考 えられる。
4問 題解 決の ための思想 と しての デザイ ン
前項 においては,す で に検討 した デザ イ ンの理念 とデザ イ ンの対象 を基 に し
て,現 代産業 社会 におけ るデザ インにかかわ る諸問題 の所在 を4点 にま とめて
考察 して きたが,そ れでは これ らの諸問題 を解決す るため には,ど の よ うな思
考方法 をとった らよいのだ ろ うか。
い うまで もな く問題解決 にあた る場 合 も,問 題 点の所 在 を明 らかにす る場合
に依拠 した価値基準 と同様 の価 値基準 によって おこなわれなけ ればな らないだ
ろ うが,こ の項 では,い っ きに具体的 な問題解決 の方法 を提示 す るのでは な く,
よ りよい問題 解決 の方法 を導 きだす ため には どの よ うな思考 も しくは原則 に立
脚 しなければ な らない かについ て考察 す る。
例 えば,ク ルマに基 因す る諸 問題 を解 決 しょ うと した場合,そ の立脚 点 を,
クルマ を単 に企業 の商品 と してのみ位置 づ けす るのでは な く,人 類の英 知 が生
み出す産物 と して取 り扱 うとい う立場 に立つ こ とに よって,『 人間 に とっ て ク
ルマ とは何 か』 とい う基 本問題 を改 めて全体 的 な視点 か ら問 い直す作業 を始め
るこ とに求 め なければな らないだ ろ う。 その こ とは,ク ルマ を中心 に固定 し,
そこか ら発生 す る諸 問題 を拡 散的 に発展 させ ることによ って文 明,社 会 お よび
企業 の あ り方 を論 じるのでは な く,逆 に人間中心 の立場 から,企 業活動 を含め
た われわれの生 産活動 の意味 や,そ の生産物 が社会生活 の なかに投 げ出 された
結果 と しての文 明の あ り方 を,経 済体 制,労 働,技 術,創 造活動 な どの可能 な
限 り多元的 な方 向 か ら包括 的 に照 明 をあて ることによって,ク ルマ を再 評価 し,
位 置づ け ること を意昧 してい る。
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この よ うに,従 来 の部 分的効率 を越 えて包括 的 な効 果 を得 よ うと した場 合,
従 来の価値基準 にかわる新 しい価値基 準 を用 意 しなければ な らな いこ とに なる。
これ まで一方的 に合理性 ,経 済性 とい う価値基 準 によって,自 然一 生産一生 活
とい う全体系 の あらゆる側 面 を分断 し,細 分化 して きたが,新 しい価 値基準 と
は,分 断化 ・細 分化 の際 に登 場 した価値 基準 とは逆 に,分 断 ・細 分化 された諸
側面 を結 びつ け る作 用 をす るもの で ある。 いいか えれば,細 分化 され,ば らば
らにな って いる諸側 面 に照 明 をあて,さ らにその 『関係』 の あ るべ き姿 を浮 き
彫 りに させ るよ うな価値基準 で ある。 そ してその価値基準 は,す べ ての人 間の
生命 を守 り,す べ ての人 間の生存 を助 け,さ らに人間 らしさを維持 す るこ とを
その根底 に含 まなければ な らないこ とも明 らかな原則 であ る。
これか らのデザ イ ン論 は,こ の新 しい価値基準 の発見 に さらに焦 点 を合 わせ
る必要 があ るだ ろ うが,こ の よ うな価値基準 を基 に した場合 の新 しいデザ イ ン
の フロ ンテ ィアの開拓 とは何 だ ろ うか。
その1点 は,自 然環境 と生 活環 境 のあ り方の デザ インであ る。 自然環境 と生
活環 境 との イン ター フェイス と しての生産形態,労 働 形態 をは じめ と して 自然
や生 活の形態 をも含 めて,相 互 に依存す るその諸関係 を全体的 に結 びつ け る努
力 をしなければ な らない。 そ して,こ の 全体的 な結 びつ きの評価 に対 しては,
また新た な調和 とか美 といった概 念 を用意 しなけ ればな らないだろ う。
第2点 は,分 配方法 のデザ イ ンで ある。広域的 な環 境 汚染 を引 き起 して い る
公害 問題,そ の過密 性 か ら端 を発 した都市問題 な ど,現 在進 行 してい る社会的
症候 群 の解決 に あた っては,す でに市 場経済の射程 外 にあ ることも確 かで あ り,
その依拠 して きた競 争の原理 を も含めて,改 めて分配 の方法 に検討 を加 えなけ
れば な らないだ ろ う。
第3点 は,決 定 システムのデザ イ ンで ある。 これ まで政 策決 定 にあたっ ては,
企 業 と消 費者 を両極 に置 けば企業 よ りに,資 本家 と労働者 を両極 に置 けば資本
家 よ りに,ま た,行 政 当局 と市民 を両極 に置けば行政 当局 よ りに,そ の重 心 が
.・
設定 され て きた。 この ことは,決 定 システムが一方的 に企業,資 本家,行 政 当
局 の側 にかた よっていた こと を示 して い る。 しか し近 年 になって,単 に労 働運
動 だ けで はな く,消 費者運動,市 民運動 が徐 々にでは あるが活性化 し,決 定 シ
ステ ムの重 心 が,消 費者,労 働 者,市 民 の側 に移 行 しつつ あ る傾 向 もみ の がせ
ない。 デザ イ ン行為の対象 が,手 段 の問題 よ りもむ しろ目的の設定 に重心 があ
る以上,そ の 目的 を達成 す るた めには,政 策 の決 定 システムや参画 の システム
につ いて も関心 を払 わなけれ ばな らない。
デザ イ ン行 為 とい うもの が,真 に人間 が人間的生存 を保 持す るため に必要 な
もので あるな らば,産 業 が必要 と してい る価値 観 にのみ立脚 し,形 態 と色彩 操
作 をおこな うの では な く,新 しい価値基準(本 格的 には これか ら求 め られ なけ
れば な らないの だが)に 基づ いて,自 然一 生産一 生活 の全体系 の諸関係 を再度
検 討 し,さ らにはその結果 をよ り円滑 に進 め るための分配 の方法,決 定 システ
ムの あ り方 にまで言及す る必 要 に現 在せ ま られて いる とい える。 また同時 に こ
の こ とは,デ ザ イ ンの意味 を広義 に解釈 した場 合 の中核 をなす もので ある こと
を確信 す る。
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